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廃棄物学
（必修）

4/13～7/27,補講期間
環境システム学科

宮脇 健太郎
第1回 学習の目標と評価方法，序論，

身近なごみ
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学習目標

人間が生活するときに必ず出る「ごみ」に関
わる基礎的な情報や考え方
廃棄物(循環資源）と経済・社会との関わり
３，４年次では廃棄物に関わる専門講義
講義
廃棄物の質や量
循環型社会形成に向けた取り組み
処理・処分の概要
身近なごみ問題について調査
討論会で発表する機会
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到達目標

１．現代社会における廃棄物（循環資
源）の概念と基礎知識を修得する。

２．環境保全としての廃棄物処理の基
本理念について理解する

３．発表討論会を通して，廃棄物問題
に関する考察・説明する能力を養う
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評価方法

期末試験 40%
中間試験 30%
小テスト(各自）,レポート20%(各自）

討論会 10%(グループ）

欠席の扱い：5回休み → アウト！

テキスト（板書はキーワードのみなので，買ってください）。

田中勝著「新・廃棄物学入門」中央法規出版 2,310円(税込み）
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塵（ちり）

芥（あくた）

ごみ（ゴミ）

廃棄物

循環資源

廃棄物（ごみ）とは？
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環境と「ごみ問題」

身近な問題

世界的な問題（Global scale)
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対策

ごみ・カラス

東京都環境局HP
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ごみ埋立

ガラス産業連合会HPより
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有名な事例
豊島(瀬戸内）
青森・岩手県境
三重

身近な不法投棄
↓

2005年5月25日（読売）

産廃不法投棄
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ごみで生き埋め(海外）
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家庭でのごみ出し(排出）について

ごみ分別種類を知っている

はい いいえ

燃えるごみ（可燃），燃えないごみ

（不燃）の日が分かる

（調べる方法を知っている）

はい いいえ

分別の種類は？分かる 分からない
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喫煙者への質問

歩きタバコは？ はい いいえ

「はい」と答えた人

吸殻はポイ捨てすることがある。

はい いいえ

吸殻は自然に戻ると思う。

はい いいえ
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ごみはどこへ行く？

朝，ごみを出した後どこへ行くか知っ
ている

はい いいえ

ごみは最後にどこへ行っているか知っ
ている

はい いいえ
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有害性など

「ダイオキシン」聞いたことがある

はい いいえ

「重金属」聞いたことがある

はい いいえ
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ごみの総排出量（平成18年度）

一般廃棄物 5,204万トン

（東京ドーム約140杯分）

約1000g/日・人

産業廃棄物 約4億1,850万トン
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日本の
廃棄物分類

日報HPより抜粋
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ごみ排出量の推移（一般廃棄物）

ごみ総排出量

平成元年 4905万トン(1098g/日・人）
平成12年 5483 （1185）
平成18年 5204 （1116）

環境省データ(HPより）
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一般廃棄物の処理・処分
排出（分別）

収集・運搬

中間処理（焼却，破砕）

最終処分

資源化（リサイクル）
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ごみ分別排出

可燃物，不燃物，資源ごみ，粗大ごみなど

自治体の処理システムによる

主目的 資源化

もう一つの目的 適正処理

時代によって変化する
例）東京2004年
プラスチック 焼却不適物 →埋立不適ごみ

テキストには，水俣市21分別の例
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収集・運搬

各戸収集，ステーション収集

パッカー車

積み替え

中間処理（焼却）施設への搬入

大牟田市HPより
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中間処理

清掃工場（呼称：クリーンセンターなど）

可燃ごみ 焼却炉
排ガス（気体）

焼却灰（固体）
（発電，熱利用）

埋立地

不燃ごみ 資源化

残渣

資源化物（アルミ，鉄など）

埋立地

デメリット
排ガス，ダイオキシン，重金属など

多摩清掃工場
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最終処分

廃棄物埋立地

福岡市（一般廃棄物）

中国（家庭ごみ）
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最終処分場の状況

（平成18年度末現在）

残余容量 1億3,036万ｍ3（前年度 1億
3,298万ｍ3）

残余年数 15.6 年（前年度14.8年）

必要な埋立空間資源
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３Rとは？

Reduce
Reuse
Recycle

排出抑制

再利用

リサイクル

優先順位

「循環型社会」
(天然資源の消費が抑制され，環境への
負荷ができる限り低減された社会

「持続可能な社会」
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リサイクルの現状
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